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NY マーケットレポート（2019 年 8 月 23 日） 
 

 

出所：SBILM 



 
                                           

2 

NY市場レポート 

 

主要な米経済指標結果 

7 月新築住宅販売件数 63.5 万件（予想 64.9万件・前回 64.6万件⇒72.8万件） 

7 月新築住宅販売件数（前月比） -12.8％（予想 0.5％・前回 7.0％⇒20.9％） 

7 月の米新築住宅販売件数は、市場予想を下回ったものの、前回結果が大幅に上方修正され、2007年以来の

高水準となった。前年比では+4.3％だった。地域別では、北東部が+50.0％と 2015 年 10月以来の高い伸びと

なったもの、南部は-16.1％と 2015年 3月以来の低い伸びとなり、西部は-14.2％、中西部は-11.1％となっ

た。市場の住宅在庫は、+1.2％の 33.7 万件、在庫率は 6.4ヵ月と前月から 0.9ヵ月増加し、適正水準とされ

る 6.0ヵ月を上回った。販売物件の中間価格は、前月比+2.2％の 21.3万ドル、平均価格は+9.4％の 38.8万

ドルたった。 

 

データを基に SBILMが作成 
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米主要株価指数は軒並み大幅下落  

米株式市場は、中国政府が米国による制裁関税への報復措置を発表したことを受けて、世界経済への悪影響

に対する警戒感が強まり、主要株価指数は売りが優勢となった。さらに、10 年債利回りが 2年債利回りを下

回り、景気後退の予兆とされる逆イールドとなったことから投資家の不安が拡大したことも加わり、売りが

加速した。ダウ平均株価は、前日比 623ドル安、ナスダックは 239ポイント安で終了した。 

 

データを基に SBILMが作成 
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ドル円・クロス円は大幅下落 

中国が 750億ドル相当の米製品に追加関税を課すと発表したことを受けて、序盤のドル/円は 106.73から

106.40まで下落した。その後、ワイオミング州ジャクソンホールで開催されたシンポジウムでパウエル FRB

議長が、米経済は望ましい状況にあるとしたことからやや値を戻す動きが見られたものの、景気拡大を維持

するために適切に対応するとしたことから、9月の FOMC での利下げを決定するとの見方が広がり、ドルは上

値の重い動きとなった。さらに、トランプ米大統領が中国による対米追加関税の対応策を発表する意向を示

したことから、米中対立の激化が懸念され、投資家のリスク回避の動きが強まった。その中で、米 10年債利

回りが 1.6472％から 1.5047％まで低下し、景気後退の予兆とされる逆イールドとなったことも影響し、ドル

円・クロス円は大きく下落した。ドル/円は、一時 105.26まで下落した。 

 

出所：総合分析チャート 

 

前営業日のロシアルーブル、ブラジルレアル 

 

◇ロシアルーブル 
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23 日のルーブルは対ドルで 65.6750ルーブルと対ドルでルーブル高となった一方、対円では 1.6139円とル

ーブル安・円高となった。月末に向けたロシアの輸出企業による納税を控えてのルーブル買いが対ドルで下

値を支援したものの、ブレント原油の下落や米中間の貿易問題を巡る対立が上値抑制につながった。 

 

ドル建のロシア RTS株価指数は 14.18Pt安の 1,268.45Ptと続伸したほか、MOEX指数も 2,660.74Pt (14.39Pt

安）と 5 日ぶりの反落となった。米中貿易問題を巡る両国間の対立激化による景気減速懸念に加え、ブレン

ト原油の下落も影響した。 

 

◇ブラジルレアル 

レアルは対ドルで 4.1231レアルと下落したほか、対円でも 26.087円と前日とほぼ横ばいの水準となった。

米中貿易問題を巡る両国の対立激化を背景にリスク回避の動きが強まり、ボベスパ指数が大幅に下落したこ

とからレアルも一時対ドルで昨年 9月以来の安値となる 4.1318レアルまで下落するなど軟調な値動きとなっ

た。 

ボベスパ指数は 2343.79Pt安の 97,667.49Pts と続落した。米中間の関税報復合戦が過熱し、米中間の対立激

化への懸念が世界経済の減速を加速させるとの警戒感が再燃、ボベスパ指数は一時 6/10以来の安値となる

97,085.21Pts まで下落する場面も見られるなど冴えない値動きとなった。 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


